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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレー装置を制御する方法であって、
　シャッターメガネの動作特性についての第一情報を前記シャッターメガネから受信する
段階と、
　第二情報を貯蔵する段階であり、前記第二情報は、表示される３次元（３Ｄ）画像に応
じた前記シャッターメガネの動作のための同期信号を生成するときに参照されるべきもの
である、段階と、
　前記シャッターメガネから受信した前記第一情報に応じて、前記第二情報を選択する段
階と、
　前記同期信号と前記第二情報を前記シャッターメガネへ送信する段階であり、前記同期
信号と前記第二情報から生成される調整された同期信号に基づいて前記シャッターメガネ
が動作する、段階と、
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記第一情報を参照して前記シャッターメガネが前記ディスプレー装置から支援されな
いタイプであるか判断する段階と；
　前記シャッターメガネが前記ディスプレー装置から支援されないと判断されると、UI（
user　interface）を使用して使用者に判断の結果を知らせる段階を更に含むことを特徴
とする請求項１に記載の方法。



(2) JP 6002377 B2 2016.10.5

10

20

30

40

50

【請求項３】
　前記第二情報は前記シャッターメガネ又は前記ディスプレー装置に関連された情報であ
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第二情報は、前記シャッターメガネのオン／オフ駆動タイミングと関連された情報
を含むことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第二情報は、同期信号から遅延の時間を含むことを特徴とする請求項４に記載の方
法。
【請求項６】
　前記第二情報は、前記シャッターメガネのシャッターリングの動作と関連されたオン／
オフデューティー比を含むことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記第二情報は、前記シャッターメガネに装着されたシャッターの前記シャッターメガ
ネ動作の状態別の表示方法を含むことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項８】
　前記第一情報は、前記シャッターメガネの使用時間を含むことを特徴をする請求項１に
記載の方法。
【請求項９】
　前記第一情報は、前記シャッターメガネのバッテリー状態の情報を含むことを特徴とす
る請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第一情報は、前記シャッターメガネの異常状態の情報を含むことを特徴とする請求
項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第一情報は、前記シャッターメガネの偏光構造の情報を含むことを特徴とする請求
項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第一情報は、前記シャッターメガネの駆動周波数、ライジングタイム（rising　ti
me）及びフォーリングタイム（falling　time）の中少なくともある一つを含むことを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第一情報は、前記シャッターメガネの光波長帯別の透過度を含むことを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第一情報は、色座標の情報であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　ディスプレイ部と、
　シャッターメガネと通信し、かつ、前記シャッターメガネの特性についての第一情報を
前記シャッターメガネから受信する、ように構成されている装置通信部と、
　前記シャッターメガネを、前記ディスプレイ部に表示される３次元（３Ｄ）画像に応じ
て、動作させるための同期信号を生成する、ように構成されている同期信号処理部と、
　前記同期信号を調整するための第二情報を貯蔵する、ように構成されている装置貯蔵部
と、
　前記第一情報に基づいて前記第二情報を選択し、かつ、前記同期信号と前記第二情報を
前記シャッターメガネへ送信するために前記装置通信部を制御する、ように構成されてい
る装置制御部であり、前記同期信号と前記第二情報から生成される調整された同期信号に
基づいて前記シャッターメガネが動作する、装置制御部と、
　を含む、ディスプレイ装置。
【請求項１６】
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　シャッターメガネであって、
　選択的に光を透過させる、ように構成されているレンズ部と、
　ディスプレイ装置と通信する、ように構成されているメガネ通信部と、
　前記シャッターメガネの特性についての第一情報を貯蔵する、ように構成されているメ
ガネ貯蔵部と、
　調整された同期信号に基づいて前記レンズ部を駆動する、ように構成されているレンズ
駆動部と、
　前記第一情報を前記ディスプレイ装置へ送信するように前記メガネ通信部を制御し、前
記第一情報と前記ディスプレイ装置からの同期信号に応じて第二情報を受信し、かつ、前
記同期信号と前記第二情報から前記調整された同期信号を生成する、ように構成されてい
るメガネ制御部と、
　を含む、シャッターメガネ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は３次元の映像を表示するディスプレー装置及びその制御方法と、シャッターメ
ガネ及びその制御方法に関するものである。特に、詳しくは表示映像によってディスプレ
ー装置及びシャッターメガネ間の相互動作する構造を改選したディスプレー装置及びその
制御方法と、シャッターメガネ及びその制御方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ディスプレー装置は外部の映像供給源から入力される映像信号を処理してこれを液晶な
どに表出されるディスプレーパネル（ｄｉｓｐｌａｙ　ｐａｎｅｌ）上に映像に表示する
。ディスプレー装置は映像をパネル上に表示するために映像の情報を含む照射ラインをパ
ネル上に照射して、このように照射された照射ラインがパネル上で順次に配置されること
で一つの映像のフレーム（ｆｒａｍｅ）を構成させる。
【０００３】
　ディスプレー装置が表示する映像はその特性によって２次元の映像と３次元の映像に区
分される。使用者の両眼による視野の角度はお互い相違するので、これによって使用者は
私物の３次元的な立体を認知する。こういう原理によって、３次元の映像は左眼の映像と
右眼の映像に区分されてディスプレー装置に表示されて、ディスプレー装置はこれに対応
して使用者の両眼に対する選択的な光透過／光遮断を行う３次元の映像を具備する。３次
元のメガネは電圧の可否によって光を選択的に透過させるシャッターメガネ、又は既設定
された偏光方向の光を透過することができる偏光メガネに具現される。
【０００４】
　３次元のメガネがシャッターメガネに具現される場合、ディスプレー装置は表示される
３次元の映像に対応する同期信号を生成してシャッターメガネに送信して、シャッターメ
ガネはディスプレー装置から受信される同期信号によって作動することで使用者の両眼に
対する映像の透過を選択的に行う。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の一実施例によるディスプレー装置の制御方法は、３次元のメガネとペアリング
する段階と；前記３次元のメガネから駆動、状態及び構造の中少なくとも一つに関連され
た第一情報を受信する段階と；前記第一情報を貯蔵する段階と；前記第一情報を参照して
ディスプレーする段階を含めて、前記第一情報は前記３次元のメガネ又は前記ディスプレ
ー装置に関連された情報であることを特徴とする。
【０００６】
　ここで、前記第一情報を参照して前記３次元のメガネが前記ディスプレー装置で支援さ
れないタイプであるか判断する段階と；前記３次元のメガネが前記ディスプレー装置で支
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援されないと判断されると、UI（user　interface）を使用して使用者に判断の結果を知
らせる段階を更に含むことができる。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　また、前記ディスプレー装置に既貯蔵された駆動、状態及び構造の中少なくとも一つに
関連された第二情報を、前記３次元のメガネが前記第二情報を参照して動作するように前
記３次元のメガネに送信する段階を更に含めて、前記第二情報は前記３次元のメガネ又は
前記ディスプレー装置に関連された情報である。
【０００８】
　ここで、前記第二情報は、前記３次元のメガネのオン／オフ駆動のタイミングと関連さ
れた情報を含む。ここで、前記第二情報は、同期信号からの遅延の時間を含む。
【０００９】
　また、前記第二情報は、前記３次元のメガネのシャッターリングの動作と関連されたオ
ン／オフデューティー比を含むことができる。また、前記第二情報は、前記３次元のメガ
ネに装着された指示素子の３次元のメガネ動作の状態別の表示方法を含むことができる。
【００１０】
　また、前記第一情報は、前記３次元のメガネの使用時間を含むことができる。また、前
記第一情報は、前記３次元のメガネのバッテリー状態の情報を含むことができる。また、
前記第一情報は、前記３次元のメガネの異常状態の情報を含むことができる。また、前記
第一情報は、前記３次元のメガネの偏光構造の情報を含むことを特徴とするディスプレー
装置の制御方法。
【００１１】
　また、前記第一情報は、前記３次元のメガネの駆動周波数、ライジングタイム（rising
　time）及びフォーリングタイム（falling　time）の中少なくともある一つを含む。ま
た、前記第一情報は、前記３次元のメガネの光波長帯の透過度を含むことができる。また
、前記第一情報は、色座標の情報であることができる。
【００１２】
　また、本発明の実施例による３次元のメガネの制御方法は、ディスプレー装置とペアリ
ングする段階と；前記ディスプレー装置から駆動、状態及び構造の中少なくとも一つに関
連された第二情報を受信する段階と；前記３次元のメガネの既貯蔵された駆動、状態及び
構造の中少なくとも一つに関連された第一情報を、前記ディスプレー装置が前記第一情報
を参照して動作するように前記ディスプレー装置に送信する段階と；前記第二情報を貯蔵
する段階と；前記第二情報を参照して前記３次元のメガネを駆動する段階を含めて、前記
第一情報及び前記第二情報は前記３次元のメガネ又は前記ディスプレー装置に関連された
情報であることを特徴とする。
【００１３】
　ここで、前記第一情報は、前記３次元のメガネの使用時間を含むことができる。また、
前記第一情報は、前記３次元のメガネのバッテリ状態の情報を含むことができる。
【００１４】
　また、前記第一情報は、前記３次元のメガネの異常状態の情報を含む。また、前記第一
情報は、前記３次元のメガネの偏光構造の情報を含むことができる。
【００１５】
　また、前記第一情報は、前記３次元のメガネの駆動周波数、ライジングタイム及びフォ
ーリングタイムの中少なくとも一つを含むことができる。また、前記第一情報は、前記３
次元のメガネの光波長帯別の透過度を含むことができる。また、前記第一情報は、色座標
の情報であることができる。
【００１６】
　また、前記第二情報は、前記３次元のメガネのオン／オフ駆動タイミングと関連された
情報を含む。ここで、前記第二情報は、同期信号からの遅延時間を含むことができる。
【００１７】
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　また、前記第二情報は、前記３次元のメガネのシャッターリングの動作と関連されたオ
ン／オフデューティー比を含むことができる。
【００１８】
　また、前記第二情報は、前記３次元のメガネに装着された指示素子の３次元のメガネの
動作状態別の表示方法を含むことができる。
【００１９】
　また、本発明の実施例によるディスプレー装置は、ディスプレー部と；前記ディスプレ
ー部に映像が表示されるように映像信号を処理する映像処理部と；３次元のメガネと通信
する通信部と；貯蔵部と；前記３次元のメガネとのペアリング時前記通信部を通じて前記
３次元のメガネから駆動、状態及び構造の中少なくとも一つに関連された第一情報を受信
して前記貯蔵部に貯蔵して、前記第一情報を参照して前記ディスプレー部に映像が表示さ
れるように前記映像処理部を制御する制御部を含めて、前記第一情報は前記３次元のメガ
ネ又は前記ディスプレー装置に関連された情報であることを特徴とする。
【００２０】
　ここで、前記制御部は、前記第一情報を参照して前記３次元のメガネが前記ディスプレ
ー装置で支援されないタイプであるか判断して、前記３次元のメガネが前記ディスプレー
装置で支援されないと判断されるとUIを使用して使用者に判断の結果を知らせることがで
きる。
【００２１】
　また、前記貯蔵部は駆動、状態及び構造の中少なくとも一つに関連された第二情報を既
貯蔵して、前記制御部は、前記３次元のメガネが前記第二情報を参照して動作するように
前記通信部を通じて前記第二情報を送信して、前記第二情報は前記３次元のメガネ又は前
記ディスプレー装置に関連された情報である。
【００２２】
　ここで、前記第二情報は、前記３次元のメガネのオン／オフ駆動タイミングと関連され
た情報を含むことができる。ここで、前記第二情報は、同期信号からの遅延時間を含むこ
とができる。また、前記第二情報は、前記３次元のメガネのシャッターリングの動作と関
連されたオン／オフデューティー比を含むことができる。
【００２３】
　また、前記第二情報は、前記３次元のメガネに装着された指示素子の３次元のメガネの
動作状態別の表示方法を含むことができる。また、前記第一情報は、前記３次元のメガネ
の使用時間を含むことができる。また、前記第一情報は、前記３次元のメガネのバッテリ
状態の情報を含むことができる。また、前記第一情報は、前記３次元のメガネの異常状態
の情報を含むことができる。
【００２４】
　また、前記第一情報は、前記３次元のメガネの偏光構造の情報を含むことができる。ま
た、前記第一情報は、前記３次元のメガネの駆動周波数、ライジングタイム及びフォーリ
ングタイムの中少なくともある一つを含むことができる。
【００２５】
　また、前記第一情報は、前記３次元のメガネの光波長帯別の透過度を含むことができる
。また、前記第一情報は、色座標の情報であることができる。
【００２６】
　また、本発明の実施例による３次元のメガネは、ディスプレー装置と通信する通信部と
；前記３次元のメガネの既貯蔵された駆動、状態及び構造の中少なくとも一つに関連され
た第一情報を貯蔵した貯蔵部と；前記ディスプレー装置とのペアリング時前記通信部を通
じて前記ディスプレー装置から駆動、状態及び構造の中少なくとも一つに関連された第二
情報を受信して前記貯蔵部に貯蔵して、前記第二情報を参照して前記３次元のメガネを駆
動して、前記ディスプレー装置が前記第一情報を参照して動作するように前記第一情報を
前記通信部を通じて前記ディスプレー装置に送信する制御部を含めて、前記第一情報及び
前記第二情報は前記３次元のメガネ又は前記ディスプレー装置に関連された情報であるこ
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とを特徴とする。
【００２７】
　ここで、前記第一情報は、前記３次元のメガネの使用時間を含むことができるまた、前
記第一情報は、前記３次元のメガネのバッテリ状態の情報を含むことができる。
【００２８】
　また、前記第一情報は、前記３次元のメガネの異常状態の情報を含むことができる。ま
た、前記第一情報は、前記３次元のメガネの偏光構造の情報を含むことができる。
【００２９】
　また、前記第一情報は、前記３次元のメガネの駆動周波数、ライジングタイム及びフォ
ーリングタイムの中少なくとも一つを含むことができる。また、前記第一情報は、前記３
次元のメガネの光波長帯別の透過度を含むことができる。また、前記第一情報は、色座標
の情報であることができる。
【００３０】
　また、前記第二情報は、前記３次元のメガネのオン／オフ駆動タイミングと関連された
情報を含むことができる。ここで、前記第二情報は、同期信号からの遅延時間を含むこと
ができる。
【００３１】
　また、前記第二情報は、前記３次元のメガネのシャッターリングの動作と関連されたオ
ン／オフデューティー比を含むことができる。また、前記第二情報は、前記３次元のメガ
ネに装着された指示素子の３次元のメガのネ動作状態別の表示方法を含むことができる。
【００３２】
　また、本発明の実施例によるディスプレー装置は、ディスプレー部と；シャッターメガ
ネの特性に関連された第一情報を持つ前記シャッターメガネと通信する通信部と；前記シ
ャッターメガネが前記ディスプレー部に表示される３次元の映像に対応して動作するよう
に同期信号を生成して前記通信部を通じて転送する同期信号処理部と；前記同期信号の生
成のために前記同期信号処理部によって参照される第二情報を貯蔵する貯蔵部と；前記通
信部を通じて前記第一情報を前記シャッターメガネから受信して、前記第一情報の受信時
前記第一情報及び前記第二情報に基づいて前記同期信号を生成及び転送する第一動作と、
前記シャッターメガネが前記第二情報に基づいて動作するように前記第二情報を前記シャ
ッターメガネに転送する第二動作の中少なくともある一つを行う制御部を含むことを特徴
とする。
【００３３】
　ここで、前記制御部は、前記第一情報に対応して前記第二情報を選択して前記選択され
た第二情報に基づいて前記同期信号が生成及び転送されるように前記同期信号処理部を制
御することができる。
【００３４】
　ここで、前記制御部は、前記受信される前記第一情報に対応する前記第二情報が前記貯
蔵部に貯蔵されない場合に前記ディスプレー部にエラーメッセージが表示されるように制
御することができる。
【００３５】
　また、前記第一情報は、前記シャッターメガネのメーカー又はモデルの情報、使用時間
、バッテリーの状態、偏光方式、駆動可能な周波数の領域、前記シャッターメガネの動作
応答時間、光波長帯別の透過度の中少なくともある一つを含むことができる。
【００３６】
　また、前記第二情報は、前記同期信号の遅延値及び前記同期信号のデューティー値の中
少なくともある一つを含めて、前記同期信号処理部は前記制御部によって選択された前記
第二情報に基づいて前記同期信号のタイミングを調整することができる。
【００３７】
　また、前記ディスプレー部に前記映像が表示されるように映像信号を処理する映像処理
部を更に設けて、前記制御部は前記第一情報に対応して前記映像の表示特性が調整される
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ように前記映像処理部を制御することができる。
【００３８】
　ここで、前記調整される前記映像の表示特性は、前記映像の表示輝度、コントラスト、
色温度、色座標の中少なくともある一つを含むことができる。
【００３９】
　また、前記通信部はRF,ジグビー、ブルートゥースの中少なくともある一つの方式に基
づいて前記シャッターメガネと無線通信することができる。
【００４０】
　また、本発明の実施例によるディスプレー装置は、ディスプレー部と；前記ディスプレ
ー部に映像が表示されるように映像信号を処理する映像処理部と；シャッターメガネの特
性に関連された第一情報を持つ前記シャッターメガネと通信する通信部と；前記シャッタ
ーメガネが前記ディスプレー部に表示される３次元の映像に対応して動作するように同期
信号を生成して前記通信部を通じて転送する同期信号処理部と；前記通信部を通じて前記
第一情報を前記シャッターメガネから受信して、前記受信される前記第一情報に対応して
前記ディスプレー部に表示される前記映像の表示特性が調整されるように前記映像処理部
を制御することを特徴とする。
【００４１】
　ここで、前記調整される前記映像の表示特性は、前記映像の表示輝度、コントラスト、
色温度、色座標の中少なくともある一つを含むことができる。
【００４２】
　また、前記第一情報は、前記シャッターメガネのメーカー又はモデルの情報、使用時間
、バッテリーの状態、偏光方式、駆動可能な周波数の領域、前記シャッターメガネの動作
応答時間、光波長帯別の透過度の中少なくともある一つを含むことができる。
【００４３】
　また、本発明の実施例によるシャッターメガネは、選択的に光透過ができるように動作
するレンズ部と；ディスプレー装置と通信する通信部と；前記シャッターメガネの特性に
関連された第一情報を貯蔵した貯蔵部と；前記通信部を通じて前記ディスプレー装置から
受信される同期信号によって前記レンズ部を駆動させるレンズ駆動部と；前記ディスプレ
ー装置から前記第一情報に基づいて生成された前記同期信号が受信されるように前記ディ
スプレー装置に前記第一情報を転送する第一動作と、前記ディスプレー装置で前記同期信
号の生成時参照される既設定された第二情報が前記通信部を通じて受信されると前記第二
情報に基づいて前記レンズ駆動部の動作を制御する第二動作の中少なくともある一つを行
う制御部を含むことを特徴とする。
【００４４】
　ここで、前記第二情報は前記同期信号の遅延値及び前記同期信号のデューティー値の中
少なくともある一つを含めて、前記制御部は、前記第二情報に基づいて前記レンズ部の光
透過の周期及び動作タイミングの中少なくともある一つを調整することができる。
【００４５】
　また、前記第一情報は、前記シャッターメガネのメーカー又はモデルの情報、使用時間
、バッテリーの状態、偏光方式、駆動可能な周波数の領域、前記シャッターメガネの動作
応答時間、光波長帯別の透過度の中少なくともある一つを含むことができる。
【００４６】
　また、前記通信部はRF,ジグビー、ブルートゥースの中少なくともある一つの方式に基
づいて前記シャッターメガネと無線通信することができる。
【００４７】
　また、本発明の実施例によるディスプレー装置の制御方法は、シャッターメガネの特性
に関連された第一情報を前記シャッターメガネから受信する段階と；表示される３次元の
映像に対応して前記シャッターメガネを動作させる同期信号の生成時に参照される第二情
報が既設定されて、前記第一情報の受信時前記第一情報及び前記第二情報に基づいて前記
シャッターメガネに対して前記同期信号を生成及び転送する第一動作と、前記シャッター
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メガネが前記第二情報に基づいて動作するように前記第二情報を前記シャッターメガネに
転送する第二動作の中少なくともある一つを行う段階を含むことを特徴とする。
【００４８】
　ここで、前記第一動作及び前記第二動作の中少なくともある一つを行う段階は、前記第
一情報に対応して前記第二情報を選択して前記選択された第二情報に基づいて前記同期信
号を生成及び転送する段階を含むことができる。
【００４９】
　ここで、前記選択された第二情報に基づいて前記同期信号を生成及び転送する段階は、
前記第一情報に対応する前記第二情報がない場合にエラーメッセージを表示する段階を含
むことができる。
【００５０】
　また、前記第一情報は、
前記シャッターメガネのメーカー又はモデルの情報、使用時間、バッテリーの状態、偏光
方式、駆動可能な周波数の領域、前記シャッターメガネの動作応答時間、光波長帯別の透
過度の中少なくともある一つを含むことができる。
【００５１】
　また、前記第二情報は、前記同期信号の遅延値及び前記同期信号のデューティー値の中
少なくともある一つを含めて、前記第一動作及び前記第二動作の中少なくともある一つを
行う段階は、前記第一情報に対応して選択された前記第二情報に基づいて前記同期信号の
タイミングを調整する段階を含むことができる。
【００５２】
　また、前記第一動作及び前記第二動作の中少なくともある一つを行う段階は、前記受信
される前記第一情報に対応して前記映像の表示特性を調整する段階を含むことができる。
【００５３】
　ここで、前記調整される前記映像の表示の特性は、前記映像の表示輝度、コントラスト
、色温度、色座標の中少なくともある一つを含むことができる。
【００５４】
　また、本発明の実施例によるレンズ部をもつシャッターメガネの制御方法は、ディスプ
レー装置から受信される同期信号によって前記レンズ部が選択的に光透過されるように駆
動する段階と；前記シャッターメガネの特性に関連された第一情報が既貯蔵されて、前記
ディスプレー装置から前記第一情報に基づいて生成された前記同期信号が受信されるよう
に前記ディスプレー装置に前記第一情報を転送する第一動作と、前記ディスプレー装置で
前記同期信号の生成時参照される既設定された第二情報が前記ディスプレー装置から受信
されると前記第二情報に基づいて前記レンズ部の駆動を制御する第二動作の中少なくとも
ある一つを行う段階を含むことを特徴とする。
【００５５】
　ここで、前記第二情報は前記同期信号の遅延値及び前記同期信号のデューティー値の中
少なくともある一つを含めて、前記第一動作及び前記第二動作の中少なくともある一つを
行う段階は、前記第二情報に基づいて前記レンズ部の光透過の周期及び動作タイミングの
中少なくともある一つを調整する段階を含むことができる。
【００５６】
　また、前記第一情報は、前記シャッターメガネのメーカー又はモデルの情報、使用時間
、バッテリーの状態、偏光方式、駆動可能な周波数領域、前記シャッターメガネの動作応
答時間、光波長帯別の透過度の中少なくともある一つを含むことができる。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】本発明の第一実施例によるディスプレーシステムの立体斜視図である。
【図２】図１のディスプレーシステムでディスプレー装置及びシャッターメガネの構成ブ
ロック図である。
【図３】図１のディスプレー装置の制御方法を示した制御流れ図である。
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【図４】図１のシャッターメガネの制御方法を示した制御流れ図である。
【図５】本発明の第二実施例によるディスプレー装置の制御方法を示した制御流れ図であ
る。
【図６】本発明の第二実施例によるシャッターメガネの制御方法を示した制御流れ図であ
る。
【図７】本発明の第三実施例によるディスプレー装置の制御方法を示した制御流れ図であ
る。
【図８】本発明の第四実施例によるディスプレーシステムの制御方法を示した制御流れ図
である。
【発明を実施するための形態】
【００５８】
　以下では添付の図面を参照して本発明に対して詳しく説明する。以下実施例では本発明
の思想と直接的に関連がある構成だけ関して説明して、その以外の構成に関しては説明を
省略する。しかし、本発明の思想が適用された装置又はシステムを具現することにあって
、このように説明が省略された構成が不必要であることを意味するのではない。
【００５９】
　図１は本発明の第一実施例によるディスプレーシステム１の例示図である。図１に示さ
れるように、本実施例によるディスプレーシステム１は外部から入力される映像信号を処
理して映像で表示するディスプレー装置１００と、ディスプレー装置１００に表示される
映像が３次元の映像である場合これに対応して光を選択的に透過又は遮断するように動作
する３次元のメガネ２００を含む。
【００６０】
　ディスプレー装置１００は図示されない外部の映像供給源から映像信号を受信する。こ
ういう映像供給源は限定されないが、ディスプレー装置１００はＣＰＵ（図示せず）及び
グラフィックカード（図示せず）をもって映像信号を生成してこれをローカル（ｌｏｃａ
ｌ）に提供するコンピューター本体（図示せず）、映像信号をネットワークに提供するサ
ーバ（図示せず）、空中波又はケーブルを利用して放送信号を送出する放送局の送出装置
（図示せず）など多様な映像供給源から映像信号を供給されることができる。
【００６１】
　ディスプレー装置１００は外部から２次元の映像に対応する２次元の映像信号又は３次
元の映像に対応する３次元の映像信号が受信されることによって、これを処理して映像で
表示する。ここで、３次元の映像は２次元の映像と違って、使用者の左眼に対応する左眼
映像のフレーム（ｆｒａｍｅ）及び使用者の右眼に対応する右眼映像のフレームを含む。
ディスプレー装置１００は３次元の映像信号を受信すると、これに基づいて左眼映像のフ
レームと右眼映像のフレームを交代で表示する。
【００６２】
　３次元のメガネ２００はシャッターメガネ２００に具現される。シャッターメガネ２０
０はディスプレー装置１００に３次元の映像が表示される場合、現在左眼球映像のフレー
ム又は右眼映像のフレームの中あるものが表示されるかの可否に対応して、使用者の左眼
又は右眼に対する視野を選択的に開放または遮断する。つまり、ディスプレー装置１００
に左眼映像のフレームが表示されている場合に、シャッターメガネ２００は使用者の左眼
の視野を開放して右眼の視野を遮断する。逆に、ディスプレー装置１００に右眼映像のフ
レームが表示されている場合に、シャッターメガネ２００は右眼の視野を開放して左眼の
視野を遮断する。
【００６３】
　このように、ディスプレー装置１００に表示される３次元の映像及びシャッターメガネ
２００の選択的な光透過／光遮断の動作を相互対応させるために、ディスプレー装置１０
０は映像フレームの表示タイミング（ｔｉｍｉｎｇ）に対応する同期信号を生成してシャ
ッターメガネ２００に転送して、シャッターメガネ２００は受信される同期信号に基づい
て動作する。
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【００６４】
　以下、ディスプレー装置１００及びシャッターメガネ２００の各構成に関して図２を参
照して説明する。図２はディスプレー装置１００及びシャッターメガネ２００の構成ブロ
ック図である。
【００６５】
　図２に図示されたように、ディスプレー装置１００は映像信号を受信する映像受信部１
１０と、映像受信部１１０に受信される映像信号を処理する映像処理部１２０と、映像処
理部１２０によって処理される映像信号を映像で表示するディスプレー部１３０と、シャ
ッターメガネ２００と通信する装置通信部１４０と、ディスプレー部１３０に３次元の映
像が表示される場合にこれに対応する同期信号を生成して装置通信部１４０を通じて転送
する同期信号処理部１５０を含む。
【００６６】
　一方、シャッターメガネ２００は装置通信部１４０と通信して同期信号を受信するメガ
ネ通信部２１０と、使用者の左眼及び右眼に対して各々光透過／光遮断させるように動作
するレンズ部２２０と、メガネ通信部２１０に受信される同期信号によってレンズ部２２
０を動作させるレンズ駆動部２３０を含む。
【００６７】
　以下、ディスプレー装置１００の各構成要素に関して説明する。
【００６８】
　映像受信部１１０は映像信号を受信して映像処理部１２０に伝達して、受信する映像信
号の規格及びディスプレー装置１００の具現の形態に対応して多様な方式に具現されるこ
とができる。
【００６９】
　例えば、ディスプレー装置１００がＴＶに具現される場合、映像受信部１１０は放送局
（図示せず）から送出されるＲＦ（ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｐｕｅｎｃｙ）信号を無線で受信
したり、コンポジット（ｃｏｍｐｏｓｉｔｅ）ビデオ、コンポーネット（ｃｏｍｐｏｎｅ
ｔ）ビデオ、スーパービデオ（ｓｕｐｅｒ　ｖｉｄｅｏ）、ＳＣＡＲＴ、ＨＤＭＩ（ｈｉ
ｇｈ　ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）規格などに
よる映像信号を有線で受信することができる。映像受信部１１０は映像信号が放送信号で
ある場合、この放送信号をチャンネル別にチューニングするチューナー（ｔｕｎｅｒ）を
含む。
【００７０】
　ディスプレー装置１００がコンピューターのモニターである場合に映像受信部１１０は
ＶＧＡ方式によるＲＧＢ信号を伝達することができるＤ－ＳＵＢや、ＤＶＩ（ｄｉｇｉｔ
ａｌ　ｖｉｄｅｏ　ｉｎｔｅｒａｃｔｉｖｅ）規格によるＤＶＩ－Ａ（ａｎａｌｏｇ）、
ＤＶＩ－Ｉ（ｉｎｔｅｇｒａｔｅｒｄ　ｄｉｇｉｔａｌ／ａｎａｌｏｇ）、ＤＶＩ－Ｄ（
ｄｉｇｉｔａｌ）や、ＨＤＭＩ規格などで具現されることができる。又は、映像受信部１
１０はディスプレーポート（ＤｉｓｐｌａｙＰｏｒｔ）、ＵＤＩ（ｕｎｉｆｉｅｄ　ｄｉ
ｓｐｌａｙ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）、又はワイヤレス（ｗｉｒｅｌｅｓｓ）ＨＤなどで具
現されることもある。
【００７１】
　映像処理部１２０は映像信号に対して既設定された多様な映像処理プロセスを行う。映
像処理部１２０はこういうプロセスを行って映像信号をディスプレー部１３０に出力する
ことで、ディスプレー部１３０に映像が表示されるようにする。
【００７２】
　映像処理部１２０が行う映像処理プロセスの種類は限定されないところ、例えば多様な
映像フォーマットに対応するデコーディング（ｄｅｃｏｄｉｎｇ）及びエンコーディング
（ｅｎｃｏｄｉｎｇ）、デーインターレース（ｄｅ－ｉｎｔｅｒｌａｃｉｎｇ）、フレー
ムリフレッシュレート（ｆｒａｍｅ　ｒｅｆｒｅｓｈ　ｒａｔｅ）変換、スケーリング（
scaling）、映像画質改選のためのノイズ減少（Nnoise　reduction）、ディテールエンハ
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ンスメント（ｄｅｔａｉｌ　ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ）、ラインスキャニング（ｌｉｎｅ
　ｓｃａｎｎｉｎｇ）などを含むことができる。映像処理部１２０はこういう各プロセス
を独自的に行うことができる個別的な構成に具現されたり、又は様々な機能を統合させた
一体型の構成に具現されることができる。
【００７３】
　ディスプレー部１３０はその具現方式が限定されないが例えば液晶ディスプレーパネル
に具現されて、映像処理部１２０によって処理される映像信号が映像で表示される。ディ
スプレー部１３０は映像処理部１２０によって照射される複数の水平照射ラインが垂直に
配列されることで映像フレームを表示することができる。
【００７４】
　装置通信部１４０は同期信号処理部１５０から伝達される同期信号をシャッターメガネ
２００に転送する。装置通信部１４０はRF（radio　frepuency）、ジグビー（登録商標：
Zigbee）、ブルートゥースのような双方向の無線通信規格によって設けられるところ、デ
ィスプレー装置１００及びシャッターメガネ２００の間に限定されない多様な特性の信号
／情報／データが送受信することができる。
【００７５】
　同期信号処理部１５０はディスプレー部１３０に表示される３次元の映像の表示タイミ
ングと同期化された同期信号を生成して、シャッターメガネ２００に転送されるように装
置通信部１４０に伝達する。同期信号処理部１５０は同期信号の生成時に既設定された情
報を参照して同期信号を生成及び転送するところ、これに関する詳しい説明は後述する。
【００７６】
　以下、シャッターメガネ２００に各構成要素に関して説明する。
【００７７】
　メガネ通信部２１０は装置通信部１４０の通信規格に対応するように設けられて、装置
通信部１４０との間に双方向通信を行う。ディスプレー装置１００に３次元の映像が表示
されることによって、メガネ通信部２１０はディスプレー装置１００から同期信号を受信
する。
【００７８】
　レンズ部２２０はレンズ部２３０の制御によって使用者の両眼を選択的に光透過／光遮
断するように動作する。このようにレンズ部２２０が使用者の両眼に対する光透過を選択
的に行うことで、使用者はディスプレー部１３０に表示される左眼映像のフレーム及び右
眼映像のフレームを左眼及び右眼を通じて各々認知することができる。
【００７９】
　レンズ部２２０の具現方式は限定されないが、レンズ駆動部２３０から所定電圧が印加
されることによって光遮断するように動作して、電圧が印加されないと光透過を許容する
液晶レンズに具現されることができる。しかし、これは一つの例示に過ぎないものとして
、レンズ部２２０は電圧印加時光透過を許容して、電圧が印加されないと光遮断するよう
に設けられることもできる。また、レンズ部２２０は印加される電圧のレベルによって相
違な光透過率をもつこともできる。
【００８０】
　レンズ駆動部２３０はメガネ通信部２１０に受信される同期信号によってレンズ部２２
０に選択的に電圧を印加することでレンズ部２２０を駆動させる。例えば、レンズ駆動部
２３０は左眼映像のフレームが表示されている垂直同期区間で、使用者の左眼に対して光
透過されて使用者の右眼に対して光遮断されるようにレンズ部２２０を作動させる。一方
、レンズ駆動部２３０は右眼映像のフレームが表示されている垂直同期区間で、使用者の
左眼に対して光遮断されて使用者の右眼に対して光透過されるようにレンズ部２２０を作
動させる。そして、レンズ駆動部２３０はディスプレー部１３０に映像のフレームが照射
される間にはレンズ部２２０が光遮断されるように作動させる。ただ、こういう例示はレ
ンズ駆動部２３０がレンズ部２２０を駆動させる一つの方法例示に過ぎないところ、本発
明の思想を限定したい。
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【００８１】
　こういう構造下で、ディスプレー装置１００は映像信号に基づく３次元の映像をディス
プレー部１３０に表示して、この表示映像に対応する同期信号を生成してシャッターメガ
ネ２００に転送する。シャッターメガネ２００はディスプレー装置１００から受信される
同期信号によってレンズ部２２０を駆動させる。これで、ディスプレー装置１００に表示
される３次元の映像に対応してシャッターメガネ２００が選択的光透過／光遮断するよう
に動作して、使用者はシャッターメガネ２００を通じて左眼映像のフレーム及び右眼映像
のフレームを左眼及び右眼に各々認知することができる。
【００８２】
　しかし、ディスプレー装置１００及びシャッターメガネ２００は相互分離された別個の
構成なので、ディスプレー装置１００及びシャッターメガネ２００の中少なくともある一
つが他の個体に交代されることができる。例えば、シャッターメガネ２００が他の個体に
交代されて、この交代されたシャッターメガネ２００が以前のシャッターメガネ２００と
メーカー又はモデルが相違な場合が発生することがある。
【００８３】
　３次元の映像の表示によってディスプレー装置１００及びシャッターメガネ２００が相
互動作することにあって、ディスプレー装置１００は既設定された情報に基づいて同期信
号を生成及び転送する。しかし、こういう既設定の情報はシャッターメガネ２００の特性
を考えて設定されるので、前の場合のようにメーカー又はモデルが異なるシャッターメガ
ネ２００に交代された場合、シャッターメガネ２００の動作特性の差によってシャッター
メガネ２００の動作がディスプレー装置１００にマッチングされない動作の誤差が発生す
ることがある。これにより、使用者は正常的な３次元の映像を認知することができない場
合もある。
【００８４】
　これに、本実施例によると、シャッターメガネ２００は既設定された第一情報が貯蔵さ
れたメガネの貯蔵部２４０と、ディスプレー装置１００に３次元の映像が表示される時第
一情報をディスプレー装置に転送する動作を行うメガネ制御部２５０を含む。
【００８５】
　そして、ディスプレー装置１００は既設定された第二情報が貯蔵された装置貯蔵部１６
０と、シャッターメガネ２００から第一情報が受信されると第一情報及び第二情報に基づ
いて同期信号を生成及び転送する動作を行う装置制御部１７０を含む。
【００８６】
　ここで、第一情報及び第二情報はシャッターメガネ２００及びディスプレー装置１００
に関連された、駆動、状態及び構造の中少なくとも一つに関連された情報である。
【００８７】
　より詳しくは、第一情報はシャッターメガネ２００の独自の特性に関連されて既設定さ
れた情報／データとしてその内容を限定しないで、例えばシャッターメガネ２００のシリ
アルナンバー、シャッターメガネ２００のメーター又はモデルの情報、シャッターメガネ
２００の累積使用時間、シャッターメガネ２００の現在バッテリ残量の状態、レンズ部２
２０の偏光方式、シャッターメガネ２００の駆動可能な周波数の領域、光透過／光遮断の
動作に対応するライジングタイム（rising　time）及びフォーリングタイム（falling　t
ime）、シャッターメガネ２００の動作応答時間、レンズ部２２０の光波長帯別の透過度
、色座標の情報、シャッターメガネ２００の異常状態の情報、オン／オフ駆動タイミング
の関連情報などを含む。
【００８８】
　また、第二情報は同期信号の生成のために同期信号処理部１５０によって参照される情
報／データとしてその内容を限定されないで、例えば同期信号の遅延時間に関する遅延値
、シャッターメガネ２００のシャッターリング動作と関連された同期信号のオン／オフデ
デューティー比、シャッターメガネ２００に装着された支持素子（図示せず）のシャッタ
ーメガネ２００動作の状態別表示方法など、シャッターメガネ２００を駆動させるための
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多様な情報を含む。ここで、シャッターメガネ２００動作の状態別表示方法は、電源のオ
ン／オフ、ペアリング、異常動作の表示に対して各製品別に異なるプロトコルを使用する
ことができるところ、これに対する個別的対応ができるようにするためである。
【００８９】
　以下説明の第一情報及び第二情報は前記した定義によることで、こういう名称は相互区
分のために簡単に呼んだだけである。こういう構造下で、本実施例によるディスプレー装
置１００の制御方法に関して図３を参照して以下説明する。図３はこういう過程を示した
制御流れ図である。
【００９０】
　図３に示されるように、映像受信部１１０に３次元の映像信号が受信されると、映像処
理部１２０はこの映像信号がディスプレー部１３０に表示されるように処理するS１００
。
【００９１】
　装置制御部１７０は装置通信部１４０を通じてシャッターメガネ２００とペアリング（
pairing）を行うS１１０。ペアリングはディスプレー装置１００及びシャッターメガネ２
００間の双方向通信ができるように相互接続させる動作として、RF、ジグビー、ブルート
ゥースなどのような多様な通信規格によって行われる。
【００９２】
　装置制御部１７０はシャッターメガネ２００から第一情報を受信するS１２０。こうい
う第一情報の受信はペアリング過程で自動に行われるように設定されることができて、又
は装置制御部１７０がペアリングの完了時シャッターメガネ２００に対して第一情報を転
送するように要請する信号を送ることもできる。
【００９３】
　装置制御部１７０はシャッターメガネ２００から受信された第一情報によって第二情報
を選択可能であるか判断するS１３０。
【００９４】
　第一情報によって第二情報を選択可能であると判断されると、装置制御部１７０は第一
情報に対応する第二情報を選択するS１４０。同期信号処理部１５０は選択された第二情
報に基づいて同期信号を生成及び転送するS１５０。
【００９５】
　第一情報によって第二情報を選択する方法は多様に設計変更できる事項であるところ、
本発明の思想を限定しない。例えば、装置貯蔵部１６０は複数の第一情報に各々対応する
複数の第二情報がテーブル（table）形式に貯蔵されることができる。この場合、装置制
御部１７０は装置貯蔵部１６０に貯蔵された複数の第二情報の中で、受信された第一情報
に対応するある一つの第二情報を選択する。
【００９６】
　より詳しく例を挙げると、装置貯蔵部１６０はシャッターメガネ２００のシリアルナン
バーに対応して同期信号の遅延値が各々設定された設定テーブルを貯蔵する。装置制御部
１７０はシャッターメガネ２００から受信されたシリアルナンバーに対応する同期信号の
遅延値を設定テーブルで検索することができる。
【００９７】
　装置制御部１７０が複数の第二情報の中である一つの第二情報を選択した場合、同期信
号処理部１５０はこの選択された第二情報に基づいて同期信号の生成及び転送を行う。よ
り詳しくは、同期信号処理部１５０は選択された第二情報に基づいて同期信号のタイミン
グ周期のデフォルト値に対してオフセットを適用することで、同期信号のタイミング周期
を調整することができる。
【００９８】
　一方、第一情報によって第二情報を選択できないと判断されると、装置制御部１７０は
ディスプレー部１３０にエラーメッセージを表示するS１６０。こういうエラーメッセー
ジはUI（user　interface）,OSD(on-screen　display)などによって具現されることがで
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きる。もし前述した例示のように装置貯蔵部１６０の設定テーブルにシャッターメガネ２
００のシリアルナンバーに対応する値がない場合、装置制御部１７０はディスプレー部１
３０に該当シャッターメガネ２００は本ディスプレー装置１００で支援しないなどの趣旨
のメッセージを表示することで使用者に知らせる。
【００９９】
　このように、本実施例によるとディスプレー装置１００はシャッターメガネ２００の特
性情報を受信して、この受信された情報に基づいて同期信号を生成及び転送することで、
ディスプレー装置１００及びシャッターメガネ２００の中少なくともある一つが異なるモ
デルに交代された場合にもディスプレー装置１００及びシャッターメガネ２００間の動作
を相互対応させることができる。これで、使用者が３次元の映像を正常に認知することが
できるようにする。
【０１００】
　一方、このようなディスプレー装置１００の制御方法に対応するシャッターメガネ２０
０の制御方法に関して図４を参照して以下説明する。図４はこういう過程を示した制御流
れ図である。
【０１０１】
　シャッターメガネ２００はディスプレー装置１００とペアリングを行うS２００。メガ
ネ制御部２５０はディスプレー装置１００とのペアリングの行いによって、又はディスプ
レー装置１００からの要請に対応して、メガネ貯蔵部２４０に貯蔵された第一情報をディ
スプレー装置１００に転送するS２１０。
【０１０２】
　メガネ制御部２５０はディスプレー装置１００から同期信号が受信されるかモニタリン
グするS２２０。ディスプレー装置１００から第一情報及び第二情報に基づいて生成され
た同期信号が受信されると、メガネ制御部２５０はこの同期信号によってレンズ部２２０
が動作するように制御するS２３０。
【０１０３】
　一方、前記した第一実施例と相違して、シャッターメガネ２００がディスプレー装置１
００から第二情報を受信して、受信された第二情報に基づいて動作する構成ができるとこ
ろ、これを第二実施例として説明する。
【０１０４】
　以下、本実施例によるディスプレー装置１００の制御方法に関して図５を参照して説明
する。図５はこういう過程を示した制御流れ図である。
【０１０５】
　図５に図示されたように、映像受信部１１０に３次元の映像信号が受信されることによ
ってS３００、装置制御部１７０は装置通信部１４０を通じてシャッターメガネ２００と
ペアリングを行うS３１０。
【０１０６】
　装置制御部１７０は装置貯蔵部１６０に貯蔵された第二情報をシャッターメガネ２００
に転送するS３２０。そして、映像処理部１２０はディスプレー部１３０に映像を表示し
て、同期信号処理部１５０は表示映像に対応する同期信号をシャッターメガネ２００に転
送するS３３０。
【０１０７】
　以下、シャッターメガネ２００の制御方法に関して図６を参照して説明する。図６はこ
ういう過程を示した制御流れ図である。
【０１０８】
　図６に示されたように、シャッターメガネ２００はディスプレー装置１００とペアリン
グを行うS４００。メガネ制御部２５０はディスプレー装置１００とのペアリングによっ
てディスプレー装置１００から第二情報を受信するS４１０。
【０１０９】
　メガネ制御部２５０はディスプレー装置１００から同期信号を受信するS４２０。メガ
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ネ制御部２５０は受信された第二情報の基づいてレンズ部２２０の駆動を制御するS４３
０。
【０１１０】
　第二情報に基づいてレンズ部２２０の駆動を制御する方法は多様に設計変更できる事項
であって、本発明の思想を限定しない。例えば、第二情報は同期信号のデューティー値、
つまり単位周期当レンズ部２２０の光透過／光遮断の比率を指定する値を含むことができ
る。それにより同期信号によるレンズ部２２０の光透過／光遮断を制御する時にメガネ制
御部２５０は第二情報から指定値を反映してレンズ部２２０の動作を補正させる。
【０１１１】
　同期信号によるレンズ部２２０の光透過／光遮断を制御する時にこういう　これによっ
て、ディスプレー装置１００及びシャッターメガネ２００の中少なくともある一つが交代
されても、ディスプレー装置１００及びシャッターメガネ２００間の相互動作が対応する
ように調整することができる。
【０１１２】
　一方、前第一実施例ではディスプレー装置１００がシャッターメガネ２００から第一情
報を受信して、第一情報及び第二情報に基づいて同期信号を生成及び転送する構成に関し
て示したが、本発明の思想はこれに限らない。他の実施例としてディスプレー装置１００
が受信された第一情報に基づいて、同期信号ではないディスプレー部１３０に表示される
映像の表示特性を調整する構成ができるので、これを第三実施例として以下説明する。
【０１１３】
　図７は本実施例によるディスプレー装置１００の制御方法を示した制御流れ図である。
図７に図示されるように、映像受信部１１０に映像信号が受信されるとS５００、装置制
御部１７０はシャッターメガネ２００とペアリングを行うS５１０。
【０１１４】
　装置制御部１７０はシャッターメガネから第一情報を受信するS５２０。装置制御部１
７０は装置貯蔵部１６０に貯蔵された既設定された映像処理情報の中で前記のように受信
された第一情報に対応する映像処理情報があるか検索するS５３０。
【０１１５】
　第一情報に対応する映像処理情報がある場合、装置制御部１７０は映像処理部１２０が
当該映像処理情報に基づいて映像の表示特性を調整するように制御するS５４０。これに
よって、表示特性が調整された映像がディスプレー部１３０に表示される。また、装置制
御部１７０は表示映像に対応する同期信号を生成してシャッターメガネ２００に転送する
S５５０。
【０１１６】
　これによって、シャッターメガネ２００の特性によってディスプレー装置１００に表示
される映像特性が調整される。
【０１１７】
　映像の表示特性を調整する具体的な方法は多様な設計変更ができる事項であるので、本
発明の思想を限定しない。例えば、装置貯蔵部１６０には多様な特性のシャッターメガネ
２００に対応して映像の表示輝度、コントラスト、色温度、色座標などに対するオフセッ
ト値を含む映像処理情報が貯蔵されることができる。装置制御部１７０はこういう映像処
理情報の中で、受信された第一情報に対応するある一つを選択して映像処理部１２０に伝
達する。
【０１１８】
　映像処理部１２０は選択された映像処理情報を反映して、ディスプレー部１３０に表示
される映像の輝度、コントラスト、色温度、色座標などのような値を調整する。
【０１１９】
　一方、第一情報に対応する映像処理情報がない場合、装置制御部１７０はディスプレー
部１３０にエラーメッセージを表示するS５６０。又は、装置制御部１７０はエラーメッ
セージを表示しないで、デフォルトの設定通りに映像が表示されるように制御することも



(16) JP 6002377 B2 2016.10.5

10

20

30

40

50

できる。
【０１２０】
　一方、本実施例によるシャッターメガネ２００の制御方法は前の第一実施例の場合を応
用することができるところ、詳しい説明を省略する。
【０１２１】
　一方、前記した実施例ではディスプレー装置１００及びシャッターメガネ２００の中で
ある一つだけが情報を受信して、受信された情報に対応して動作する場合に関して示した
。しかし、ディスプレー装置１００及びシャッターメガネ２００両方が各々の情報を交換
して交換した情報に基づいて動作することができるので、これを第四実施例として以下説
明する。
【０１２２】
　図８は本実施例によるディスプレーシステム１の制御方法を示した制御流れ図である。
図８に図示されたように、ディスプレー装置１００に映像信号が受信されるS６００。デ
ィスプレー装置１００及びシャッターメガネ２００は相互間にペアリングを行うS６１０
。
【０１２３】
　ペアリングによって、ディスプレー装置１００及びシャッターメガネ２００は相互間に
第一情報及び第二情報を交換するS６２０。つまり、ディスプレー装置１００はシャッタ
ーメガネ２００から第一情報を受信して、第二情報をシャッターメガネ２００に転送する
。そして、シャッターメガネ２００はディスプレー装置１００から第二情報を受信して、
第一情報をディスプレー装置１００に転送する。
【０１２４】
　ディスプレー装置１００及びシャッターメガネ２００は、交換した第一情報及び第二情
報に基づいて相互間に相対側１００、２００に対する支援ができるかの可否を判断するS
６３０。つまり、ディスプレー装置１００は第一情報に基づいて支援できるシャッターメ
ガネ２００であるか、シャッターメガネ２００は第二情報に基づいて支援できるディスプ
レー装置１００であるかの可否を判断する。
【０１２５】
　例えば、ディスプレー装置１００は、第一情報に含まれたシャッターメガネ２００の特
性に対応して同期信号の調整及び映像表示特性の調整のようなディスプレー装置１００の
動作制御ができると、該当シャッターメガネ２００が支援できると判断する。こういう判
断方法は多様な設計変更できる事項であるところ、本発明の思想を限定しない。
【０１２６】
　支援ができると判断すると、ディスプレー装置１００及びシャッターメガネ２００は交
換した第一情報／第二情報に基づいて既設定された動作を各々行うS６４０。
【０１２７】
　例えば、ディスプレー装置１００は第一情報に基づいて同期信号のタイミングの周期を
デフォルト値から所定値だけ調整して転送したり又は３次元の映像の表示特性を調整して
、シャッターメガネ２００は第二情報に基づいて単位周期当レンズ部２２０の光透過／光
遮断の比率を調整するようにできる。しかし、前記した既設定された動作に関しては多様
な設計変更ができて、またこういう動作に関しては前の実施例を応用することができるの
で、詳しい説明を省略する。
【０１２８】
　ディスプレー装置１００及びシャッターメガネ２００の中少なくともある一つに対する
支援ができないと判断すると、ディスプレー装置１００は該当判断の結果を含むエラーメ
ッセージを表示することができるS６５０。
【０１２９】
　このように、ディスプレー装置１００及びシャッターメガネ２００が相互情報を交換し
て、交換した情報に対応して各々既設定された動作を行うことができる。
【０１３０】
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　以上説明したように、ディスプレー装置１００は３次元の映像を表示する時に第一情報
をシャッターメガネ２００から受信して、第一情報の受信時第一情報及び第二情報に基づ
いて同期信号を生成及び転送する第一動作と、シャッターメガネ２００が第二情報に基づ
いて動作するように第二情報をシャッターメガネ２００に転送する第二動作の中の少なく
ともある一つを行う。第一動作及び第二動作の中のある一つを行うか又は両方行うのかに
関する事項はディスプレー装置１００及びシャッターメガネ２００に既設定されて、必要
によって設定変更ができる。
【０１３１】
　また、シャッターメガネ２００はディスプレー装置１００が第一情報に基づいて生成さ
れた同期信号が受信されるようにディスプレー装置１００に第一情報を転送する第三動作
と、ディスプレー装置１００から受信される第二情報に基づいてレンズ部２２０の光透過
／光遮断の動作を制御する第四動作の中少なくともある一つを行う。第三動作及び第四動
作の中ある一つを行うのか又は両方行うのかに関する事項はディスプレー装置１００及び
シャッターメガネ２００に既設定されて、必要によって設定変更ができる。
【０１３２】
　一方、ペアリングの段階で、ディスプレー装置１００はペアリングされたシャッターメ
ガネ２００に関する第一情報を装置貯蔵部１６０に貯蔵することができる。ディスプレー
装置１００は次のペアリング段階でペアリングされたシャッターメガネ２００に関する第
一情報が装置貯蔵部１６０に既に貯蔵されたことに判断されると、第一情報の全体をシャ
ッターメガネ２００から受信せずに、装置貯蔵部１６０に貯蔵された第一情報を適用する
こともできる。シャッターメガネ２００の場合も適用されることができる。
【０１３３】
　前記した実施例は例示的なことに過ぎないで、当該技術分野の通常の知識を持ったもの
であると多様な変形及び均等な他実施例ができる。故に、本発明の本当の技術的保護範囲
は下記の特許請求範囲に記載された発明の技術的思想によって決められることである。
【符号の説明】
【０１３４】
１　　　ディスプレーシステム
１００　ディスプレー装置
１１０　映像受信部
１２０　映像処理部
１３０　ディスプレー部
１４０　装置通信部
１５０　同期信号処理部
１６０　装置貯蔵部
１７０　装置制御部
２００　シャッターメガネ
２１０　メガネ通信部
２２０　レンズ部
２３０　レンズ駆動部
２４０　メガネ貯蔵部
２５０　メガネ制御部
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